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ハボタン　（アブラナ科）

別名：

分布： 全国

Brassica oleracea  var. acephala f.

主な生育場所

名前の由来：

生育期

開花・
結実期

地方の例(目安）

１年あたり 世代

＜人との関わり合い＞

様々に着色した葉を鑑賞対象とする園

芸植物。耐寒性が強いので，冬季の花壇

に植えられることが多い。地植え，プラン

ターどちらでも育つ。また，お正月の飾り

花として，門松に添えられることもある。

様々に色づいた幅広の縁が波打

つ葉が同心円状についた様子が牡丹の花のよう

に見えることから，葉牡丹。

普通７月から８月に播種し，年を越し

翌春に開花する。低温に会わないと

葉の色づきは悪くなる。多年草なので

開花後も育てることができるが，株元

から分枝する草姿となる。また，自家

不和合性（同じ個体の花粉で受精しな

い）のため，同じ系統の種取りを続け

ることは難しく，同じアブラナ属の近縁

種と交雑しやすい。

原産地のヨーロッパでは古くから野菜として栽培されてきた。日本でも栽培さ

れてきたが，導入当初から野菜としてではなく，観賞用として扱われてきたよう

だ。元々栽培種であったため，また主に葉を鑑賞対象とするため，花茎が伸び

る前に処分してしまうことが多く，種子を付けることが少ないこともあって，花壇

などの栽培場所以外に逃げ出している例はほとんどない。

ハボタンは江戸時代に渡来した結球しないケールが観賞用に品種改良された我が国作出の観賞植物である。当初は平滑な

葉の紅白に色づくものが好まれたという。現在は，葉が平滑で丸葉の「東京丸葉系」，縮れ葉のケールと掛け合わされた「名古

屋ちりめん系」，東京丸葉と名古屋ちりめんを掛け合わせた「大阪丸葉系」，ロシアの切れ葉ケールと丸葉系の掛け合わせ「さ

んご系」の４系統が主となっている。

原産のヨーロッパではケールと同じように味の良い野菜として知られて

いました。その後，日本では食味ではなく，葉色や葉形に着目して品種改

良を行ってきましたので，キャベツほどは柔らかく美味しくありません

が，アメリカでは食用としても利用されているようです。

【季語：晩冬】 日毎来て磯ひよどりのついばみし葉ぼたんは茎長く抽きたり （岡野 弘彦）

冷えびえと霙（みぞれ）が洗ふ戸の外の明るさ占めて葉牡丹はあり （木俣 修）

葉牡丹の色かさなりて開きそむ （長谷川 かな女） 葉牡丹やわが想ふ顔みな笑まふ （石田 波郷）

葉牡丹にうすき日さして来ては消え （久保田 万太郎） 葉牡丹のいとけなき葉は抱き合ふ（日野 草城）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月８月 ９月10月１１月12月

分類学上はケールやキャベツ，ブロッコリー，カリフラワーを生み出した

ブラシカ・オレラケアの一変種なので，ケールやキャベツなどの葉とよく似ている。

冬の花壇に植えられたハボタン
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